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女性サークル「お正月フラワーアレンジメント」(12 月 28 日) 

 

 

中田町(有)北流園芸の小野寺店長にご指導を頂き、新年を 

迎える為に、「玄関や床の間に素敵な花を飾りましょう」と 

毎年学級生の方から要望があり、御用納めの午前中に学習会を 

開催しています。 

今年初めて参加した学級生から「花の名前や生ける時の注意点

など、詳しく説明をして頂きながらなので、楽しく出来た」等の

感想を頂きました。 

 素敵な花で新しい年を迎えられたことでしょう。 

健康スポーツ教室 （１月１０日・１月２４日） 

 
５月に募集した健康スポーツ教室ですが、公民館の諸事情に 

より１月から、講師先生に仙台市の㈱マルシンクより 

薄井 愛氏を迎えて開催となりました。参加者の皆さんからは 

大変好評。 

健康スポーツ教室は、健康でいる為には、普段からの 

ストレッチングや筋肉トレーニングが必要と考えられます。 

分かっていても、中々できない運動について、先生より家でも

出来るストレッチングや筋トレの方法を教えて頂いています。 

２回目は、音楽に合わせてのリズム体操も。 学級生は心も 

体も軽やかに、先生の手拍子に合わせて体操をしていました。 

歴史講座「温故知新」移動研修会  （１月１１日） 

 

 

 山元町歴史民俗資料館で開催されている「やまもとの至宝 

飛鳥時代の太刀と馬具展」を学芸員の解説付きで勉強して 

きました。1400 年前の飛鳥時代、蝦夷が支配していた当吉田 

地区と異なり、阿武隈川以南の亘理郡は大和政権最北の 

支配地で、地元の豪族が国造（くにのみやつこ）に任命されて 

治めていました。 

この企画展は、東日本大震災からの震災復興で集団移転用地を

確保するために実施した遺跡の発掘調査の成果を発表する 

もので、国造のお墓である横穴古墳から出土した約１メートルの

黄金の装飾太刀、金銅製馬具、須恵器や土師器のツボ類、線で 

絵が刻まれていた横穴古墳壁面などが展示されていました。 

学級生２２名は驚きをもって学芸員の説明を聞いていました。 

 

令和６年 第２６回吉田地区新春交歓会 （１月１３日） 

 

公民館事業やコミュニティ事業に協力いただいている皆様と 

コミュニティ運営協議会の役員とが一堂に会する新春交換会を 

昨年同様に規模を縮小して開催しました。 

交換会冒頭に新春ふるさと学習として視聴覚教材の「北上川と

登米郡」（平成１４年制作）で学び、引き続き、参加者全員で 

記念写真を撮影し、会長挨拶、伊藤、浅田の両市議会議員から 

祝辞をいただき、年男の島陰久雄さんと菅原会長が鏡開きをして

乾杯となりました。お招きした小野寺衆議院議員も遅ればせ 

ながら駆けつけ、和気あいあいと懇親を深め、大いに盛り上がり

ました。 

これからも地域や人の繋がりを大切にした事業を実施して 

まいりますので、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 

桜岡どんと祭  （１月１４日） 

 

新年恒例の桜岡どんと祭が桜岡長源寺脇の桜岡公園で開催 

されました。主催は桜岡商工振興会、消防団が警戒活動を担い、 

今年から吉田コミュニティもお手伝いで参加しました。 

当日は午前中からお正月飾りや古いお札を持った方々が続々

来場し、午後４時に花火を合図に点火されると火柱が大きく立ち

上がり、終了時刻の午後 7 時まで赤々と夜空を照らして 

いました。規模の大きいどんと祭は米山町内ではここだけ 

なので、米岡や中津山からも来場していました。火災予防を 

兼ねた地域に定着した伝統行事が行われました。皆さん 

ご苦労様でした。 

吉田地区地域づくり計画策定委員会  （１月１９日） 

 地域づくり計画策定員会第６回全体会議を開いて「吉田地区 

地域づくり計画書（案）」を審議しました。概ね原案了承と 

なりましたが、２月の会議で最終確認し、成案とする予定です。 

これまでの協議を経て、新規事業として①空き家対策事業 

②デマンド型乗合タクシー理解促進事業③どんと祭共催事業の

３事業を令和６年度から実施する予定です。今後、地域づくり 

計画書概要版を作成して２月の全体会議で了承を得て、 

３月中旬に毎戸配布してお知らせする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

1面 

吉田コミュニティ運営協議会 

2面 



 

室内グラウンドゴルフ 第２回予選大会 （１月２３日） 

 

１９名の選手が４チームに分かれ第２回予選大会が開催 

されました。しっかり準備運動をしてもらい体を慣らし、今泉 

行政区 S さんからの力強い選手宣誓を頂き、いよいよ競技 

スタート！ 

 今回も前回と同様とても賑やかにボールに向かい、「ほれ！ 

へれ！（入れ！）」や、「行ぐな～」、「曲がってけろ～」などと 

声を掛けながら皆さん和気あいあいと面白おかしくプレーして 

いました。今回の優勝は櫻田てえ子さんでスコアは２９点でした。 

 2/21（水）に第３回予選会を開催します。今年度最後の予選会

ですので、是非お申込み下さい。お待ちしております。 

世代間レクリエーション大会合同会議  （１月２５日） 

 
２月１８日（日）に開催する世代間レクリエーション大会の 

合同会議を開催しました。午前９時３０分から開会式を行い、 

行政区対抗として年齢を問わず誰もが楽しめるスポーツ・レク 

レーション６種目を競技します。全競技終了後にお楽しみ 

抽選会も行いますが、午前中ですべての行事を終える予定です。 

なお、当日は大雪などの悪天候の場合に中止することも 

あります。その場合は、午前７時ころに各行政区長から参加者に

連絡することになります。多くの皆さんの参加をお待ちして 

います。 

吉田公民館 DVD アーカイブス 

米山町の公民館だったころの昭和末から平成にかけて開催された文化祭や新婚激励会などの記録 

映像がビデオテープで残されていました。今回そのビデオテープをＤＶＤにデジタル化して 

アーカイブスとして保存することにしました。 

行事に参加された記憶のある方、ご自分の若かりし頃の映像をご覧になりませんか。また、今は 

亡きじいちゃん、ばあちゃんの映像が残っているかもしれません。貸し出しもしますので、 

ダビングも可能です。公民館にお問い合わせください。 

昭和 61年 
吉田芸能祭 No１ 平成４年 新婚激励会 

吉田芸能祭 No２ 

平成５年 

新婚さんお祝い会 

平成元年 
第１１回吉田地区芸能祭No１ 善王寺幼稚園ひな祭り No１ 

第１１回吉田地区芸能祭No２ 善王寺幼稚園ひな祭り No２ 

平成２年 
文化祭 平成７年 平成７年度芸能祭 

平成２年度コミュニティ綱引き大会 
平成９年 

第１５回吉田地区芸能祭 No１ 

平成３年 

家庭看護法講習会 第１５回吉田地区芸能祭 No２ 

第１２回吉田地区芸能祭No１ 
年代不明 

善王寺小学校 くずしの舞 

第１２回吉田地区芸能祭No２ 桜善婦レク講習会 

吉田地区芸能   

伝承教室 おいとこ   

 

 

平筒沼ふれあい公園のふれあい橋修繕工事 

コミュニティだより１１月号でお知らせした、平筒沼の 

浮桟橋の工事が順調に進められています。 

年末までは動きのなかった工事現場でしたが、工場で 

部材が製作されていたようで、新年からは部材が運び 

込まれ、大きなクレーンを使って、浮きとなる発泡 

スチロールや橋となる橋げたや根太部分の据え付け作業が 

行われています。 

完成が待ち遠しいですね。 

 

公民館等の利用料金変更のお知らせ 

先月号でお伝えした利用料金に誤りがありましたので、再度掲載します。申し訳ありませんでした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい料金は冷暖房料金込みの１時間当たりの金額で４月 1 日から適用されます。 

 公民館施設等の予約は２カ月前から電話で受け付けます。例えば４月分であれば２月１日からの 

受け付けです。 

今回、吉田体育館の利用料金が極端に値下げされ、他地区からの申し込みが多くなることが予想 

されるので、旧米山町民の優先利用を検討していましたが、どの程度の混雑になるか２カ月ほど 

見極めてから対策を講ずることに変更しました。地元の皆さんが使えないことにならないよう注視 

してまいります。 

施  設 区 分 新料金 現料金 増 減 

吉田公民館 
大ホール ４００円 ６００円 ２００円 

日 本 間 ２００円 ２００円 ０円 

吉田体育館 アリーナ ２５０円 ８００円 △５５０円 

善 王 寺 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

研 修 室 ３００円 ２００円 １００円 

実 習 室 ３００円 ２００円 １００円 

アリーナ ９００円 ９５０円 ５０円 

ステージ ２００円 ４００円 △２００円 

館長の戯言（ざれごと）№ ２７ 「ホデナス・バカ・アホ」① 参考図書：「全国アホ・バカ分布考」 

新年から始まった NHK 大河ドラマ「光の君へ」第１回放送で興味深い場面がありました。 

主人公のまひろが「バカ」と言ったところ、三郎が「なんのことだ」と問い返していたシーンです。

三郎は「バカ」を知らなかったので、まひろが「鹿を馬だと・・・・」と説明していましたが、 

「バカ」は愚かなこと言い表す言葉として、千年前の平安時代中頃に都で流行して全国へと広まり 

ました。 

「バカ」以前に全国に広まって現在でも使われている言葉が「ホンジナシ」です。ホンジとは 

本地と書き、本性・本心・正気のことを言います。当地方の方言では「ホデナス」と言いますが、 

福島では「ヘデナス」、秋田は「ホジナシ」、青森では「ホンジナシ」と都から遠くなるほど都の 

元々の言い方になっています。驚くなかれ、鹿児島、宮崎でも「ホガネー」「ホガナカ」と言うそう 

です。京都から同心円状に全国に伝わりました。次回は「バカ」「アホ」について少し詳しくお伝え 

します。 

 

3面 4面 


